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第1章   はじめに  

私たちがこのテーマを選んだ目的は、大学では毎日私服なのでどれくらいの人が服の流行を取り入れているのかを知りたかったからである。 

 

第2章  調査地と調査方法  

調査地は、図1の地図で示している北星学園大学敷地内。調査は、私たちが学校にいる1日中で時間を設定せずに行った。調査内容は、2014

年秋冬トレンドの色やアイテムであるグレー・グリーン・チェスターコート・タートルネックに絞って調査した。データは、iPhoneのカウン

トアプリを使って取った。 

 

第3章  結果  

そもそもチェスターコートやタートルネックはどのようなアイテムか。なぜ調査内容の4項目を2014年秋冬トレンドと言えるのかである。 

図2のアウターをチェスターコートという。メンズライクなもので、カッチリとした着こなしが特徴。図3のトップスをタートルネックと

いう。首に密着する丸く高い襟が特徴である。図4・図5は、流行を掲載するファッションNABIというWEBページである。ここにも、グレー・

グリーン・チェスターコート・タートルネックが記載されていることから2014年トレンドアイテムを取り上げた。 

まずは、トレンドをどれくらいの人が取り入れているかを調べた。表1は、全体と男女別の表である。765人中315人(41.2%)がトレンドを

取り入れ、450人(58.5%)が4項目のトレンドを取り入れてはいなかった。このことからトレンドを取り入れていない人の方が多いことが分か

った。男女別だと、女性より男性の方がトレンドを取り入れる割合が多いことが分かった。 

表2では、アイテム別の使用率を調べた。全体では、チェスターコートの使用率が1000人中355人(35.5%)と1番多く、次にグレーが1000人

中235人(23.5%)であった。図9の男女別では、男性は500人中240人(48%)がチェスターコート使用率であり、女性では500人中200人(40%)が

グレー使用率であった。男女別で使用アイテムが大きく異なることがわかった。 

 

第4章  考察  

トレンドを取り入れていない人が多いという結果について、【トレンド】というのは、最先端のアイテムでもある反面その時期が過ぎると

一時期前の流行りになってしまう。つまりそれを身につけている人は時期を過ぎると、時代遅れになりかねない。調査している中でトレンド

を取り入れていないからダサいという訳ではなかった。トレンドを取り入れていなくてもオシャレな人は沢山いたのだ。着回しが上手い人や

質が良いものを買う人は、毎年着れるものを選ぶだろう。私たちはこのことから㈰流行り廃りを考え長く着れるものを選ぶオシャレさん㈪ト

レンドアイテムで新鮮なファッションをするオシャレさんの二通りがあると考えた。 

表2・図9の男女の使用アイテムの違いから、女性は色でトレンドを表現し、男性は形でトレンドを表現していることがわかる。メンズラ

イクな形であるチェスターコートは男性が使いやすい形のアイテムで、女性は抵抗を感じ挑戦し難いのではないかと思った。逆に、淡く深い

トレンドカラーは、女性が取り入れやすい色であり、男性のチェスターコートの色がBlackかNavyばかりだったことから、男性は黒系が身に

つけやすい色であり、トレンドカラーは少し抵抗がある色なのではないかと思った。だから男女で差が出たのではないかと私たちは考えた。 

 

第5章   結論  

 今回の調査で私たちは、トレンド以上に自分自身の個性を出すことが大切だと思った。調査中も人それぞれ違う服の着こなしをしていて

楽しみながら調査することが出来た。私たちも勉強になり良かった。 


















